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私は2nd IEEE International Conference on e-Science 2006 and Grid Computing のSession on Innovative and Collaborative Problem Solving Environment in Distributed Resourcesに参加し、”Automatic Viewpoint Selection for a Visualization I/F in a PSE”という題目で発表を行ないました。これは3D可視化オブジェクトに対して、視点位置の数値的評価を行なう研究です。

この発表に対し、視点評価を行なうために提案したＶｉｅｗＰｏｔｅｎｔｉａｌの計算時間や他のシステムへの移植は容易かなど、四つの質問があり、それらに対し的確に答えました。これにより活発な意見交換が出来ました。また、さらにこの研究に興味を持たれた方から新たな講演依頼を受けました。

今回、初めての海外発表でとても緊張し、英語のヒアリングがなかなか出来なくて苦労しました。しかし、日常で英語を使う機会が今までほとんど無かったため、とてもよい経験になったと思います。また、e-Science2006に出席して、HPC&GRID技術とその現在の傾向を学ぶことができて、とても有益な経験になりました。
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